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地球の水の自然循環による水力発電を メカニツクのみで都市部でも水力発電を可能にするには？？

位置エネルギーの重力利用の発電

流量〔m³/s〕 Ｘ９．８（重力加速度） Ｘ 高さ（m） X 効率 ＝発生発電量（ｋｗ）
メカニツクのみで

実現するには
位置エネルギー（重力）を人工圧力エネルギーとして設定水圧を維持し、機械装置内の一

定量水を循環させ発電することができれば可能となる。位

置

エ

ネ

ル

ギ

｜

人工圧力エネルギー

研究

新・自然エネルギー（水圧発電）「分散型水力自家発電機」のアイデア

水圧ジャツキ（既存の技術）

・増圧装置

この発電装置は、併設の増圧装置（水圧ジャツキ等）による、圧力エネ

ルギーを流速に応じ、維持しながら、圧力流体を発電用ローターと揚水

循環ドラムを回転させる動力用への注水に分配稼動させ、排出水を繰り

返し利用し、器内の一定量水を循環させ、圧力エネルギーの継続的持続

を可能にした革新的システムです。

◆増圧装置＋３件の特許技術 と既存の制御技術で位置エネルギーの電

力化を可能に
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献
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７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに

９．産業と技術革新の基盤をつくろう

１３．気候変動に具体的な対策を

分
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４
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カーボンニュートラル革命を

分散型水力発自家電機の実現

◆ＥＶステーションが容易

◆再生可能エネルギーの拡大が容易

（量産化が可能）

２４ｈ発電ＥＶを実現
サイズー大型冷蔵庫

（予定１０ｋｗｈ）

第６次エネルギー計画

S+３Eに適合

・安全最優先

・資源自給率

・環境適合

・国民負担抑制

ダム（例） １０億KWh/年

集

中

1台 １０kwh

１年 １０kw X２４h  X ３６５日

＝８７，６００kwh

１２，０００台で

１０億ｋｗh/年

大型冷蔵庫サイズの「分散型水

力自家発電機」をバス・トラツ

ク等への搭載を研究

●自然エネルギーを自ら発電し

充電不要。

○自動車一台を動く発電装置とし、CO2排出マ

イナス要因を消し、プラス要因に変える。車の

稼働時以外は既存の電力利用にも活用する。

移動する自然エネルギー２４時間発電が可能な車

「分散型水力自家発電機」

の小型化を研究し極力可能

な自動車に搭載

ダムの電力を都会で実現する為に！ 発想 技術革新で世界で一番欲しいものは 自然エネルギーで天候や場所に左右され

ず安価で環境破壊の無い未来エネルギー。

◆それは、重力（位置エネルギー,圧力）では！

世

界

の

E

V

に

勝

て

る

！

新・自然エネルギー（水圧発電）の「分散型水力自家発電機」のアイデア。①ダムの電力を都会で実現するに

は、どうすればいいか発想？ 集中から分散するには、➁そして20数年の研究結果の発電装置。➂大雪による

電力不足、EVの問題点の浮上から、これらの解決策（２４h発電ＥＶ）。➃そして未来ビジョン。エネルギー

安全保障の強化。持続可能な地球環境を子供たちへ。

未

来

へ

次世代自動車⇒EV

・天候や場所を選ばない

・位置エネルギー（圧力）の為、

運転コストはゼロ。

・環境ダメージ無し

・脱炭素で主力電源化が可能な

分散発電。

２０２３年０１月１４日

代替え

水力発電

究極のEVの方向は？

Ｅ・・・について

◆「燃料代がゼロ、そ

れがＥＶだ」

◆「恐竜時代の化石を

燃料にする考えは棄て

なければいけない」

◆「電力は再生可能エ

ネルギーにより調達さ

れ、それをリチウムイ

オン電池に溜めて走

る」

既存のEVを超える

発想を

次

は

クリーン・エネルギーを

自ら発電し走る
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既存の電力へプラスに

◆Ｖ２Ｈ（ホーム）

◆Ｖ２Ｂ（         ）

◆Ｖ２Ｇ（電力網）

社

会

に

新

・

自

然

エ

ネ

ル

ギ

❘

活

用

・圧力、

重力、位置エネ

ルギー）

エネルギー革命を

可能性への挑戦：未来ビジョン

V2H,V2B,V2G

CAS  E

水、油

スマートシテイ

製

造

◆重力を活用するには、重力という力に沿って動くこと。一度利用した後、質量物を元

の高さに戻すこと。常識では、質量物を持ち上げるには、逆にエネルギーが必要となり、

トータルではエネルギーが得することはないが？ できる方法は？

〇設定圧力伝播の遮断方法は？（静止水中の圧力伝播速度 1425ｍ/s）

設定圧力と同圧で ？

〇エネルギー保存則は大丈夫？

〇大気圧を活用できるのでは？ ◆水車は？

      

      

非電化⇒電化

24時間

発電可能

地球の水の自然循環

２軸回転ロータ水車

     水素

新・水車を発明

サイホンの原理の活用

・農業機械

・バイク.車

・建機

等の電化に

V2V

◆２０３０年温暖化ガス排

出１３年度比４６％減、さら

に５０％減へ挑戦。

◆２０３０年代半ばに

新車販売は電動化の方向

２０２１年

２０３０年

２０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

政府方針

脱

化

石

燃

料

２０５０年

未来への分岐点

ＣＯＰ２６ １．５℃目標

経済発展と

脱炭素の両立

Ｖ２Ｘ

Ｖ２Ｘ

産

業

位置エネルギーの電力化とは水圧発電

分散型水力自家発電機の主な特許技術

エ
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螺旋の活用
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脱炭素社会の課題と 解決案（可能性）の考察

・最大出力 １０.kwh ２４０kwh/日

（大型冷蔵庫サイズ）

◆メガ発電も可能

・２４時間稼働、無燃料、脱炭素

・大量生産可能

・主力電源も調整電源としても

分散型水力自家発電機新・自然エネルギー（水圧発電）「分散型水力自家発電機」

の標準型 を基準とし、ロータを拡張したメガ発電の大型化

発電装置の研究。又、自動車への搭載の可能性を追求する小

型化発電装置を研究。これらの実現を想定し、現在抱える脱

炭素社会実現への課題の解決を考察する。

概

説

標

準

１

炭素フェーズアウト
日本の化石燃料依存度は８０％を超

えており、エネルギー密度が希薄で、

天候左右される自然エネルギーでは、

化石燃料から脱却することはできな

い。（アンモニア、水素・の代替え

検討されている）

◆そこで、分散型水力自家発電機を

大型化しメガ発電可能の前提で、エ

ネルギー密度的にどうかを検討する。

火力発電所（５０万KW級）を太陽光や風力で想定すると、左記下段のように、広

大な面積を必要とする。しかし、分散型水力発電機（１７２kw)で１台２ｍ2とする

と、２９０６台で面積６，０００ｍ２となる。火力発電の４倍であるが、階層化も

可能なので２階層なら３０００m2,４階層なら１，５００m2となり、エネルギー密

度的には火力発電と同等にすることが可能である。発電機のロータの大きさにより、

さらなる大容量の発電装置も可能である。又、分散発電装置を電力提供やグリー水

素・・他 柔軟に電力を使用する生産物を調整可能。

◆天候に左右されずに、２４時間発電が可能となる。しかも燃料代は不要。

◆主力電源、調整電源としても可能。グリーン水素の生成も。

◆エネルギー密度的に考えると原子力発電の代替えも可能と考える

２
電気自動車への転換

３

産業立地できない国になりかねない

４

送電線の拡充問題
自然エネルギーの供給地（地上・洋上風力）と電力の消費地は距離が離れており、送電網

拡充が必要になってきています。東西の問題の解決も。

火力発電（石炭・天然ガス・

石油）からの脱却が求められる。

特に石炭火力はCo2排出が多いた

め、フェーズアウトがCOP26でも

求められている。

◆１７２，７２Kwh        ２，９０６台 で ５０万KW

◆面積 ６,０００ｍ2 （火力発電の約４倍）

階層化も可能で ２階層なら３，０００m2

エネルギー密度 比較

火力発電所

m2

世界はEVへの転換が進んでい

るが、日本は遅れをとってい

る。

大

型

化

小

型

化

ＬＣＡで日本の製造業は海外へ出ていかざるをえない。このままでは火力発電８０％を

超える日本での生産が困難になり、製品を製造する使用エネルギーを脱炭素エネルギー

が使用できる国に移管せざるを得ない状況になりかねません。欧州は国境炭素税の導入

検討。

分散型水力発電機を量産化。上記の大型化したメガ発電。小型化してＥＶに搭載した２４ｈ発電ＥＶ。メカニツクのみの脱酸素発電機を活用し

他力ではなく自力による発電をし、この流れをスコープ１，２，３と拡張していけば可能。又、火力発電・原子力発電が大型の分散水力自家発

電機に代替えが進めば、ＬＣＡの問題は解決する。

分散型水力自家発電機は分散発電機であり自社の電力は自社で発電する企業が増加すれば、送電網の拡充は最小限で済むのではないでしょうか。

６
電力システムの未来像

「モデルチエンジ」

S+3E に適合

〇安全最優先―ー 水力の為、安全。適合。

〇資源自給率―― 圧力と水なので資源自給率は１００％。適合。

〇環境適合――― CO2は排出せず脱炭素。適合 

〇国民負担抑制――――― 無燃料なので低コスト化が可能。適合。

◆主力電源化が可能で原子力の依存を軽減

◆主力電源化が可能で経済的に自立し脱炭素化に適合

◆分散型エネルギーと地域開発の推進に 適合

５

需

要

の

電

化 運輸・産業部門 飛行機、船、電車 ・・等 化石燃料から電力化への研究が進んでいる。

これらが電化がEVのように可能になれば、分散型水力自家発電機を搭載

しで発電し、その電力を活用できると考える。

産業部門では、非電化のエネルギー使用は、極力電化をする。電化では対応できないものは、

水素活用の方向である。水素は、グリーン水素が必要となるが、分散水力自家発電機は自然

エネルギーなのでグリー水素を生成できる。又、調整電源として使用してする場合は、調整

電力をグリーン水素、熱、酸素・・活用場所に応じたものを生成する。

電力システムの未来像は、分散水力自家発電機を実用化し、大型化、小型化を研究し新しいエネルギーのGX産業革命を起すことである。Ｓ＋３Ｅで主力電源化が可能な分散発電ですから、既存の自然エネルギー（太陽光、風力、バイオマ

ス・・等より、はるかに安価で、安定した優れている発電機です。火力発電、原子力発電も出来る限り置き換え、車は２４h発電EVとなり走行時は航続距離を気にすることなく、走行時以外はV2H,V2B,V2Gへの使用を可能に。又、V2Vとして

EVや農業機械ヤバイク車・・等にも電力提供を可能にする。途上国の脱炭素化も経済発展との両立が可能となる。日本からモデルデルチエンジし、世界へGX産業革命を起すことができるのではないかと考える。

天候に左右される

現状の大きな課題 分散水力自家発電機の小型化・大型化による解決（案）

①：自動車はEVに、分散型水力自家発電機を小型化し極

力搭載し、２４h発電EVを実現。２４時間発電が可能な

ので、航続距離や充電設備や大雪の心配、元電力１０％

増・・等の問題を解決。

◆車は単なる人や物の輸送や移動手段だけでなく、CO2

を排出するのではなく、クリーンエネルギーを発電し、

走行時以外は電力をV2Xとして提供する動く小型発電装

置となる。

参考HP 詳細：分散型水力自家発電機・pdfの⑭⑮⑯

https://www.wgebunsan.com/

大型冷蔵庫サイズ「分

散型水力自家発電機」

をバス・トラツク等へ

の搭載を研究。

「分散型水力自家発電

機」の小型化を研究。

〇価格が高い・・車両価格の３～５割

〇充電器不足、充電時間が長い・・インフラ設備が不十分

〇品質・・・・・火災が起きやすい

〇原材料が不足・（コバルト、ニツケル、リチウム）希少

金属

〇航続距離・・・バツテリー容量に比例

〇安全性に問題・・リチウムイオンバツテリーは人体に有

害物質を含む。火災や爆発、発火リスクあり。

〇環境汚染 ・・電池の破棄時に問題

〇充電する電力不足（再エネ電力１割増）

◆日本では、大雪があり完全ＥＶ導入は困難。

解

決

ガソリン車 走行時排出

ＢＥＶ バツテリ製造時に多く排出

Co２排出

BEV１０万キロ走って、ガソリン車と同じくらい、それ以上走ると

だんだんBEVが良くなるといわれている。

２４ｈ発電ＥＶ
走行時 CO2排出無し 走行時以外は,Ｖ２Ｘが

可能。自然エネルギー

を社会に供給可能。

自然エネルギーの創出

２０２２年１月、世界の各地で異常な積雪がありました。潤沢な電気を

車の内外の利用できなければ、完全なＥＶ化は無理と感じました。

マイナス要因

プラス要因

１㎡あたり

NO2水圧発電の実現  応用
２０２３年０１月１４日



分散型水力自家発電

原子力発電 火力発電 水力発電 太陽光発電 風力発電 水圧発電

〇 〇 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇 〇

△ △ △ △ 〇

▲（災害時を含むと？） △ 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 △ 〇

△ △ △ 〇

〇 〇 〇
〇放射性破棄物の破棄場所

の問題。

〇自然災害に絶対の安全は

無い。（福島原発）

〇戦争時の安全保障　（攻

撃の標的や占領されてから

の盾）。

〇温排水の問題。

◆小型原子炉の導入が進み

そうであるが、これらは解

決しない。

〇化石燃料による炭素の

フェーズアウトが必要。

〇温排水問題。

〇燃料の輸入。電気料金

UP。（安定供給ができな

い）

ダムや発電所を建設する際

に周囲の自然環境を破壊す

る恐れがある。また、ダム

で水をせき止めることによ

り、生態系に影響を及ぼす

こともある。

〇メガーソラーの山への設置

に環境破壊。

〇有害物質を含むものもあ

り、破棄時の適切処置が必要

〇殆ど自国の製品では無い。

〇騒音・低周波振動が発生し

健康被害有り。

〇バードストライクの発生。

〇風車設置での環境破壊

〇自然景観の破壊

〇殆ど自国の製品では無い

◆左記の各エネルギーによる課題は無い。

◆利点　・・メカニツクのみで量産化が可能。天候

や場所に左右されず、動力利用も可能。場所に左右

されない分散型なので地産地消でグリーン水素も可

能。

分散発電

課

題

自然エネルギー

国民負担

CO2排出

主力電源化

天候の制約無し

場所の制約無し

S+3E

安全最優先

資源自給率

環境適合

◆エネルギー密度

（１ｍ2）は、分散型水力自家発電機の大型化。

それ発電装置の集積・階層化で大規模発電も可能。
これらの自然エネルギーについてもエネルギー保存則があり、そのエネルギー

を活用して発電すると、その恩恵を受けていた自然環境はエネルギーを収奪さ

れたことにより、なんらかの影響が出る。風力は太陽光の１０倍の環境破壊と

の指摘もある。これらのエネルギーを利用する場合は、影響を考慮することが

必要である。（川のエネルギーから「平野、土地、砂利、河畔ができる」。風はあるから

「洗濯物が乾く、花粉が舞う、空気中の汚れを吹き飛ばす」・・・）。

上

流

思

考

動力へ応用。車は、２４h発電ＥＶ、船は電動

船。飛行機は電動航空機へ。

ロシアはエネルギーインフラを集中的に攻撃しており、ウクライナの

火力発電施設の5割、風力発電施設の9割、太陽光発電施設の5割を破壊した

という。◆原子力発電所は攻撃への恫喝。占領時は盾に利用された。

量産可

特記事項

エネルギー比較 NO3

自然エネルギー
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